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Translator’s Foreword
 
This paper is a translation of“Gustav Radbruchs Doctrine on the
 
principles of Law―얨Focusing on his Theory of Justice”(2006)by
 
Taiwanese legal philosopher Prof.Dr.Wen Shyong Lin(Emeritus
 
Professor,National Taiwan University).His three excelent papers
 
on Radbruch’s legal philosophy have made Dr.Lin the leading
 
Radbruch scholar in Taiwan.In this paper,Dr.Lin makes a detailed
 
analysis of Radbruch’s legal theory(i.e.his“methodical dualism”and
“relativism”)and attempts to clarify Radbruch’s theory of justice,
based on Dr.Lin’s own legal philosophy of logical empiricism.In the
“Translator’s Postscript:Image and Reality of a University Profes-
sor”,meanwhile,a number of points are made.Among them,firstly,
is the fact that Erik Wolf(1902-1977),Germany’s leading Radbruch
 
scholar,actualy embraced the Nazi doctrine of“Gleichschaltung”
(enforced conformity).Secondly,that the scholar Tomoo Odaka(尾
高朝雄,1899-1956),who helped to introduce Radbruch’s legal philoso-






















while at the same time writing a paper demanding that the people of
 
colonial Korea be made subjects of the Emperor and urging them to
 
comply with conscription into the Imperial army.In the process,I
 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































｛ 分類 ↔ 互相矛盾、互相衝突
： 説明 ⇨ 認定、決定



















































５．「人道に対する犯罪をめぐる議論について」（Zur Diskussion uber die
 






１．法哲学的本質（Das Wesen der Rechtsphilosophie）
２．法的概念（Der Begriff des Rechts）
３．法の目的（Der Zweck des Rechts）
４．法の妥当性（Die Geltung des Recht）
































































































































































































































































かし、不寛容に対してまで寛容ではない」（Relativismus  ist  die  all-





























































































ツ大統領による緊急令」（Voerordnung des Reichsprasidenten zum
 
















die Neubildung von Parteien,RGB1.ΙS.479）を、12月には「党およ
び国家の統一確保のための法律」（Das Gesetz zur Sicherrung der Ein-







































































































時間』（Sein und Zeit,1927）や『カントと形而上学の問題』（Kant und
 





















































来のドイツの現実であり、その法なのである。（Der Fuhrer selbst und
 



















































































































































jades Gesetz einen Fuhrerenscheid）制定されるのであるから「総統が












































































































































































































































































































































































































(４)Gustav Radbruch,Der Relativismus in der Rechtsphilosophie,1934,









aus dem Nationalsozialismus,Rechts,Rechtsphilosophie und National-
sozialismus,herausgegeben von Hubert Rotteuthner,ARSP Nr.18.S.241.
H.ロットロイトナー編『法、法哲学とナチズム』（前掲）322頁。
(６)Radbruch,Gesetzliches Unrecht und u썥bergesetzliches Recht,
Gesamtausgabe band 3,Rechtsphilosophie쒁.S.83-93.著作集 第４巻（前
掲）251頁以下。



























































(17)Heidegger,Die Selbstbehauptung der deutschen Universita썥t,Vitto
 
Klostermann,1983,S.9.この部分について、Tom Rockmore,On Heideg-




(18)Hugo Ott,Martin Heidegger.Unterweges zu seiner Biograhpie,first
 






(21)Arthur Kaufmann,Rechtsphilosophie und Nationalsozialismus;
Recht,Rechtsphilosophie und Nationalsozialismus,Herausgegeben von
 































(22)Radbuch,Autoritares oder soziales Strafrecht?1933 in:Radbruch,
Der Menchen im Recht,Vandenhoeck&Ruprecht,Go썥ttingen 1957 S.63ff.
この拙訳が「権威刑法か社会的刑法か？」『札幌学院法学』第23巻第22号
（2007）109頁以下。





(24)Erik Wolf,Richtiges Rechts im nationalsozialistischen Staate 1934 S.
17f.
(25)Erik Wolf,Das Rechtsideal des nationalsozialistischen Staat,in:
ARSP 28(1934)352.
(26)Arthur Kaufmann,a.a.O.,S.6.
(27)Ott Koelreutter,Vom Sinnund Wesen der nationalen Revolution,1933
 
S.8.
(28)Ernst Fortshoff,Der tolale Staat,1933,S7.
(29)Heinrich Herrfahrdt,Wesen und Gestalt des Dritten Rreiches,1933,S.
11.












(37)Carl Schimitt,Dir Fuhrer schutzt das Recht,in:DJZ 1934,946f.
































(41)『白バラ』（Weiße Rose）は、ナチ下の学生ゾフィ ・ーショル（Sohie Schol）
たちによる抵抗運動であって、シンボル的意味をもっている。ラートブルフも
ゾフィー等に対する密告事件にふれて、Gesetzliches Unrecht und u썥bergeset-
zliches Recht,1946,Radbruch,Gesamtausgabe band 3,Rechtsphilosophie
쒁.S.106.がある。最近の貴重な資料として、Sophie Schol―얨Die letzten
 
Tage,Herausgegeben von Fred Breinerdorfer,Fischer Taschenbuch von
 
Verlang in der S.Fischer Verlag GmbH,2005.フレート・フライナースド
ルファー編、石田勇治・田中美由紀訳『「白バラ」尋問調書』（未来社、2007）
があり、関 楠生著『白バラ 反ナチ抵抗運動の学生たち』（清水書院、1995）
には優れた参考文献一覧がある。
(42)尾高朝雄著『実定法秩序論』（岩波書店、1942）334頁～337頁、383頁406
頁に詳しい。さらに同著『国家構造論』（岩波書店、1936）173頁～175頁がみ
られる。
(43)尾高朝雄著『実定法秩序論』（前掲）560頁、572頁、574頁。
(44)尾高朝雄「道義朝鮮と徴兵制度」『朝鮮』第326号（1942.7）、18頁、25頁
～26頁。また「国家哲学」においても「日本は天皇中心・君民一体を以て国体
の本義とする国家である。……明大和民族の血を享ける日本国民といえども、
国体の本義に悖り、天皇の公民たるの自覚を喪失するならば、もはや正当な意
味での日本人ということは出来ないであろう。……その意味で、今日の重要な
課題とされなければならないのは、二千三百万の朝鮮人の皇国臣民化の運動で
ある。半島の姿は、世界に類例のない道議の試練である。半島統治の成果は、
実に国家哲学上の一つの重大な現実問題を提供しつつあるといわなければな
らぬ。」岩波講座『倫理学』第７ （岩波書店、1941）99頁～100頁、松尾敬
一「戦中の尾高法哲学」『神戸法学雑誌』第14巻第３号（1964）713頁。
(45)尾高朝雄「朝鮮教学論」（一）『文教の朝鮮』第219号（1944）12頁～15頁。
(46)尾高朝雄著『実定法秩序論』（前掲）572頁。
(47)尾高朝雄著『ラァドブルフの法哲学』（良書普及会、1947）２頁～３頁。
(48)尾高朝雄「民主主義の法理念」、尾高朝雄、恒藤 恭・我妻 栄・横田喜
三郎・今中次磨・鵜飼信成著『民主主義の法律原理』（有斐閣、1949）８頁、
43頁。
(49)鈴木敬夫著『朝鮮植民地統治法の研究・治安法下の皇民下教育』（北海道
大学図書刊行会、1989）第１章 植民地教育扶植前史、11頁以下。
(50)尾高朝雄「朝鮮教育論」（二）『文教の朝鮮』第223号（1944）11頁。
(51)「朝鮮語学会事件」『韓』第６巻第７号（東京韓国研究院、1977）が詳しい。
鈴木敬夫著『朝鮮植民地統治法の研究』（前掲）266頁以下。
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(52)尾高朝雄「国家の目的と大陸経営」、京城帝国大学大陸文化研究会編『大
陸文化研究』（岩波書店、1940）27頁以下において、「東亜新秩序」を説いてい
わく、「東洋において、真に法秩序を確保して行くにたりるだけの実力を有す
る国家は我が国あるのみである」として、その実践こそが「支邦事変を契機と
して課せられた皇国悠遠の大使命」であることを強調している。さらに、尾高
朝雄「大東亜共栄圏の文化理念」は、共栄とは名ばかりで、「東洋文化が日本
精神の下に指導されるといふことは当然である」と述べ、あくまでも「日本」
主導の「文化」構築を理念として掲げている。京城帝国大学大陸文化研究会編
『続大陸文化研究』（岩波書店、1943）17頁～18頁。
(53)千葉正士「戦前におけるわが国法哲学の法思想史的再検討」（下）『法学新
法』第72巻第５号（1965）25頁。
(54)松尾敬一「戦中の尾高法哲学」『神戸法学雑誌』第14巻第４号（1965）696
頁、715頁、717頁以下参照。
※ 1968年に出版された『自由の法理』尾高朝雄教授追悼論文集（有斐閣）に
は、尾高の「主要著作目録」及び「論文」リスト（568頁以下）が掲記され
ているが、植民地朝鮮で著述された「道義朝鮮と徴兵制度」等は省かれ、敢
えて掲載されていない。
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